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(57)【要約】
【課題】長時間録画に対応するため一律に圧縮率を高め
ると、画像の種類によっては画質劣化が顕著になるとい
う課題があった。
【解決手段】デジタル放送信号を受信するデジタル放送
受信部と、デジタル放送信号を変調変換する変調変換部
と、デジタル放送受信部から入力したデジタル放送信号
に顕著な画質劣化を生じない圧縮率を検出し、圧縮率の
情報を変調変換部から入力した変調変換後のデジタルＣ
ＡＴＶ信号に圧縮率を付加して送信する圧縮率検出付加
部を備えたデジタルＣＡＴＶ送信装置と、圧縮率が付加
されたデジタルＣＡＴＶ信号を入力し圧縮率を分離する
圧縮率分離部と、デジタルＣＡＴＶ信号を復号する第１
の圧縮方式復号部と、圧縮率を用いて第１の圧縮方式で
復号した信号を圧縮する第１の圧縮方式符号化部と、圧
縮した第１の圧縮方式符号信号を記録する記録部を備え
たデジタルＣＡＴＶ受信装置を有し、デジタル放送信号
毎に最適な圧縮率で記録する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル放送信号を受信するデジタル放送受信部と、前記デジタル放送受信部から入力し
た前記デジタル放送信号を変調変換する変調変換部と、前記デジタル放送受信部から入力
した前記デジタル放送信号に顕著な画質劣化を生じない圧縮率を検出し、前記圧縮率の情
報を前記変調変換部から入力した変調変換後のデジタルＣＡＴＶ信号に前記圧縮率を付加
して送信する圧縮率検出付加部を備えたデジタルＣＡＴＶ送信装置と、
前記圧縮率が付加されたデジタルＣＡＴＶ信号を入力し圧縮率を分離する圧縮率分離部と
、前記デジタルＣＡＴＶ信号を復号する第１の圧縮方式復号部と、前記圧縮率を用いて前
記第１の圧縮方式で復号した信号を圧縮する第１の圧縮方式符号化部と、前記圧縮した第
１の圧縮方式符号信号を記録する記録部を備えたデジタルＣＡＴＶ受信装置と、
を有するデジタルＣＡＴＶシステム。
【請求項２】
デジタル放送信号を受信するデジタル放送受信部と、前記デジタル放送信号を変調変換す
る変調変換部と、前記デジタル放送受信部から入力した前記デジタル放送信号に顕著な画
質劣化を生じない圧縮率を検出し、前記圧縮率の情報を前記変調変換部から入力した変調
変換後のデジタルＣＡＴＶ信号に前記圧縮率を付加して送信する圧縮率検出付加部を備え
たデジタルＣＡＴＶ送信装置。
【請求項３】
前記圧縮率検出付加部は、前記デジタル放送受信部から入力した前記デジタル放送信号を
複号化するＴＳ復号部と、ＧＯＰ単位の動きベクトルの大きさと出現頻度による圧縮率を
保持した圧縮率テーブルと、前記ＴＳ復号部から入力した複号化信号の動きベクトルを算
出し前記圧縮率テーブルから前記動きベクトルにあった圧縮率を検出する動きベクトル比
較部と、前記圧縮率を前記デジタルＣＡＴＶ信号のシーケンスヘッダに付加するシーケン
スヘッダ生成部を備えたことを特徴とする請求項２に記載のデジタルＣＡＴＶ送信装置。
【請求項４】
前記圧縮率検出付加部は、前記デジタルＣＡＴＶ信号と同じ第１の圧縮方式による第１の
圧縮率と、第２の圧縮方式による第２の圧縮率を付加することを特徴とする請求項２及び
３のいずれかに記載のデジタルＣＡＴＶ送信装置。
【請求項５】
圧縮率が付加されたデジタルＣＡＴＶ信号を入力し圧縮率を分離する圧縮率分離部と、前
記デジタルＣＡＴＶ信号を復号する第１の圧縮方式復号部と、前記圧縮率を用いて前記第
１の圧縮方式で復号した信号を圧縮する第１の圧縮方式符号化部と、前記圧縮した第１の
圧縮方式符号信号を記録する記録部を備えたデジタルＣＡＴＶ受信装置。
【請求項６】
前記記録部に一時記録した前記デジタルＣＡＴＶ信号に前記圧縮率分離部で分離した前記
圧縮率を用いて、ＧＯＰの時間を合せることを特徴とする請求項５に記載のデジタルＣＡ
ＴＶ受信装置。
【請求項７】
前記デジタルデジタルＣＡＴＶ放送信号と異なる第２の圧縮方式符号化部を備えたことを
特徴とする請求項５に記載のデジタルＣＡＴＶ受信装置。
【請求項８】
前記圧縮した第１の圧縮方式符号信号、或いは、前記圧縮した第２の圧縮方式符号信号を
外部の記録装置に記録させるインターフェイス部を備えたことを特徴とする請求項５乃至
７のいずれかに記載のＣＡＴＶ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルＣＡＴＶ（ケーブルテレビジョン）の変調変換されて伝送された映
像信号を受信記録するデジタルＣＡＴＶ送信装置、受信装置およびシステムに関わるもの
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である。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放送を録画再生するため、記録部（ハードディスクなど）を内蔵、もしくは、
外部接続できるＣＡＴＶシステムのデジタルＣＡＴＶ受信装置が製品化されている。従来
のＣＡＴＶシステムのデジタルＣＡＴＶ受信装置は放送ＴＳにする素材の段階である程度
圧縮されており、放送ＴＳをそのまま記録するものが大半である。一部の製品では記録時
間の長時間化のため、デジタルＣＡＴＶ受信装置の記録部に映像、音声信号を記録、再生
する場合に、放送ＴＳより低レートに圧縮するＭＥＰＧ２信号に変換したり、更にＭＰＥ
Ｇ２方式より圧縮率の高いＨ．２６４方式を用いて符号化したりするなど、放送方式より
低レートに圧縮した後で記録を行っている。この場合、デジタルＣＡＴＶシステムでは、
放送方式より低レートに圧縮すると、映像信号の種類によっては画質劣化が顕著になって
しまうという課題をもっていた。（例えば特許文献１参照）
　以下従来例について、図面を参照しながら説明する。
【０００３】
　図５は、従来例におけるデジタルＣＡＴＶシステムの構成図である。
【０００４】
　従来のデジタルＣＡＴＶシステムは、デジタルＣＡＴＶ送信装置７００と、伝送路７５
０、デジタルＣＡＴＶ受信装置８００と、表示装置８５０から構成されている。
【０００５】
　デジタルＣＡＴＶシステムは、デジタルＣＡＴＶ送信装置７００でデジタル放送を各デ
ジタル受信部で受信し、変調変換し伝送路７５０に６４ＱＡＭ信号を出力する。そして、
デジタルＣＡＴＶ受信装置８００は、伝送路７５０から６４ＱＡＭ信号を入力し、所望の
番組を選局復調処理を行い、映像音声信号を表示装置８５０へ出力する。
【０００６】
　更に、デジタルＣＡＴＶシステムの各装置の構成について詳細に説明する。
【０００７】
　デジタルＣＡＴＶ送信装置７００は、ＢＳデジタル受信部７０１と、ＣＳデジタル受信
部７０２と、地上デジタル受信部７０３と、ＢＳデジタルトランスミッター部７１１と、
ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部７１２と、地上デジタルトランスミッター部７１３と、６４ＱＡ
Ｍ変調部７２０から構成されている。
【０００８】
　ＢＳデジタル受信部７０１は、ＢＳデジタル受信アンテナ（図示せず）からＢＳ－ＩＦ
信号を入力し、復調処理をしてＴＳ信号をＢＳデジタルトランスミッター部７１１へ出力
する。
【０００９】
　ＢＳデジタルトランスミッター部７１１は、ＢＳデジタル受信部７０１からＴＳ信号を
入力し、衛星分配記述子をＣＡＴＶ用分配記述子に処理し６４ＱＡＭ変調部７２０へ出力
する。
【００１０】
　ＣＳデジタル受信部７０２は、ＣＳデジタル受信アンテナ（図示せず）からＣＳ－ＩＦ
信号を入力し、復調処理をしてＴＳ信号をＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部７１２へ出力する。
【００１１】
　ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部７１２は、ＣＳデジタル受信部７０２からＴＳ信号を入力し、
ＣＡＴＶ用に送信する番組を選択し、衛星分配記述子をＣＡＴＶ用分配記述子へ書き換え
、併せてサービスＩＤの書き換え処理をし、６４ＱＡＭ変調部７２０へ出力する。
【００１２】
　地上デジタル受信部７０３は、地上デジタル受信アンテナ（図示せず）から地上デジタ
ルＲＦ信号を入力し、復調処理をしてＴＳ信号を地上デジタルトランスミッター部７１３
へ出力する。
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【００１３】
　地上デジタルトランスミッター部７１３は、地上デジタル受信部７０３からＴＳ信号を
入力し、地上デジタル分配記述子をＣＡＴＶ用分配記述子に処理し６４ＱＡＭ変調部７２
０へ出力する。
【００１４】
　６４ＱＡＭ変調部７２０は、ＢＳデジタルトランスミッター部７１１からデジタルＣＡ
ＴＶ信号用に分配記述子を処理したＢＳデジタルＴＳ信号と、ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部７
１２からデジタルＣＡＴＶ信号用に分配記述子を処理し併せてサービスＩＤの書き換え処
理を行ったＣＳデジタルＴＳ信号と、地上デジタルトランスミッター部７１３からデジタ
ルＣＡＴＶ信号用に分配記述子を処理した地上デジタルＴＳ信号を入力し、６４ＱＡＭ変
調処理し周波数多重処理を行い伝送路７５０へ出力する。
【００１５】
　デジタルＣＡＴＶ受信装置８００は、選局部８０１と、ＴＳ復号部８０２と、ＭＰＥＧ
２復号部８０３と、圧縮率指定部８０４と、記録部８０５と、ＭＰＥＧ２符号化部８０６
と、ＴＳ符号化部８０７から構成されている。
【００１６】
　選局部８０１は、伝送路７５０から６４ＱＡＭ信号を入力し所望の番組の存在する周波
数を選局し、６４ＱＡＭ信号を復調処理しＴＳ信号をＴＳ復号部８０２と、記録部８０５
へ出力する。
【００１７】
　ＴＳ復号部８０２は、選局部８０１もしくは、記録部８０５よりＴＳ信号を入力し、所
望の番組のＭＰＥＧ２映像ストリーム、ＭＰＥＧ２音声ストリームをＭＰＥＧ２復号部８
０３へ出力する。
【００１８】
　ＭＰＥＧ２復号部８０３は、ＴＳ復号部８０２からＭＰＥＧ２映像ストリーム、ＭＰＥ
Ｇ２音声ストリームを入力し、ＭＰＥＧ２の復号処理を行い、映像信号、音声信号を表示
装置８５０とＭＰＥＧ２符号化部８０６へ出力する。
【００１９】
　圧縮率指定部８０４は、ユーザが予めグラフィカルユーザインターフェイスを用いて、
リモコンもしくは本体ボタンを使用し、記録部８０５へ記録する場合の圧縮率を指定する
。
【００２０】
　ＭＰＥＧ２符号化部８０６は、圧縮率指定部８０４より圧縮率と、ＭＰＥＧ２復号部８
０３から映像信号、音声信号を入力し、圧縮率指定部８０４からの圧縮率に従って映像信
号と音声信号をＭＰＥＧ２符号化処理してＴＳ符号化部８０７へ出力する。
【００２１】
　ＴＳ符号化部８０７は、ＭＰＥＧ２符号化部８０６よりＭＰＥＧ２映像ストリームとＭ
ＰＥＧ２音声ストリームを入力し、ＴＳ符号化処理を行い記録部８０５へ出力する。
【００２２】
　記録部８０５は、選局部８０１、もしくは、ＴＳ符号化部８０７からＴＳ信号を入力し
、記録処理を行う。そして、記録部８０５は、記録したＴＳ信号の再生指示を受けたとき
、ＴＳ復号部８０２へ記録したＴＳ信号を出力する。
【特許文献１】特開平１０－０６６０３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　従来の技術では、録画時間を長くするためには記録メディアの容量を増やすか、一律に
圧縮率を高くし録画する必要があった。しかし、デジタルＣＡＴＶシステムにおける録画
再生機能を有するデジタルＣＡＴＶ受信装置で、記録メディアの容量を増やせば製品コス
トが上がり、または、一律に圧縮率を高くすれば再生時に画像の劣化が顕著になるという
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課題があった。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　この課題を解決するために、本発明のデジタルＣＡＴＶ送信装置、受信装置およびシス
テムは、デジタル放送信号を受信するデジタル放送受信部と、デジタル放送信号を変調変
換する変調変換部と、デジタル放送受信部から入力したデジタル放送信号に顕著な画質劣
化を生じない圧縮率を検出し、圧縮率の情報を変調変換部から入力した変調変換後のデジ
タルＣＡＴＶ信号に圧縮率を付加して送信する圧縮率検出付加部を備えたデジタルＣＡＴ
Ｖ送信装置と、圧縮率が付加されたデジタルＣＡＴＶ信号を入力し圧縮率を分離する圧縮
率分離部と、デジタルＣＡＴＶ信号を復号する第１の圧縮方式復号部と、圧縮率を用いて
第１の圧縮方式で復号した信号を圧縮する第１の圧縮方式符号化部と、圧縮した第１の圧
縮方式符号信号を記録する記録部を備えたデジタルＣＡＴＶ受信装置を有し、デジタル放
送信号毎に最適な圧縮率で記録する。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明のデジタルＣＡＴＶ送信装置、受信装置およびシステムによれば、ＣＡＴＶ送信
装置が変調変換を行う前のデジタル映像信号に、一律に圧縮率を高めるのではなく、デジ
タル映像信号毎に顕著な画質劣化を生じない圧縮率を求める。そして、ＣＡＴＶ送信装置
が求めた圧縮率をデジタルＣＡＴＶ信号に付加して送信する。デジタルＣＡＴＶ受信装置
では、デジタルＣＡＴＶ信号から分離した映像信号毎の圧縮率を用いて圧縮記録すること
で、顕著な画像劣化を生じず、かつ、元のデジタルＣＡＴＶ信号より高圧縮率で記録部に
記録することで、記録メディアの容量を増やすことなく録画時間を延ばすデジタルＣＡＴ
Ｖシステムを構成することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２７】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１におけるデジタルＣＡＴＶシステムの構成図である。
【００２８】
　デジタルＣＡＴＶシステムは、デジタルＣＡＴＶ送信装置１００と、伝送路１５０、デ
ジタルＣＡＴＶ受信装置４００と、表示装置４５０から構成されている。
【００２９】
　デジタルＣＡＴＶシステムは、デジタルＣＡＴＶ送信装置１００で各デジタル放送信号
をＣＡＴＶデジタルに変調変換するに当たり各映像信号に顕著な画像劣化を生じない圧縮
率を、映像信号毎に付加し、伝送路１５０に出力する。そして、デジタルＣＡＴＶ受信装
置４００は、伝送路１５０から６４ＱＡＭ信号を入力し、所望の番組を選局復調処理を行
い、映像音声信号を表示装置４５０へ出力する。
【００３０】
　更に、デジタルＣＡＴＶシステムの各装置の構成について詳細に説明する。
【００３１】
　デジタルＣＡＴＶ送信装置１００は、ＢＳデジタル受信部１０１と、ＣＳデジタル受信
部１０２と、地上デジタル受信部１０３と、ＢＳデジタルトランスミッター部１１１と、
ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部１１２と、地上デジタルトランスミッター部１１３と、圧縮率検
出付加部１２０から構成されている。
【００３２】
　ＢＳデジタル受信部１０１は、ＢＳデジタル受信アンテナ（図示せず）からＢＳ－ＩＦ
信号を入力し、復調処理をしてＴＳ信号をＢＳデジタルトランスミッター部１１１と圧縮
率検出付加部１２０へ出力する。
【００３３】
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　ＢＳデジタルトランスミッター部１１１は、ＢＳデジタル受信部１０１からＴＳ信号を
入力し、衛星分配記述子をＣＡＴＶ用分配記述子に処理し圧縮率検出付加部１２０へ出力
する。
【００３４】
　ＣＳデジタル受信部１０２は、ＣＳデジタル受信アンテナ（図示せず）からＣＳ－ＩＦ
信号を入力し、復調処理をしてＴＳ信号をＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部１１２と圧縮率検出付
加部１２０へ出力する。
【００３５】
　ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部１１２は、ＣＳデジタル受信部１０２からＴＳ信号を入力し、
ＣＡＴＶ用に送信する番組を選択し、衛星分配記述子をＣＡＴＶ用分配記述子へ書き換え
、併せてサービスＩＤの書き換え処理をし、圧縮率検出付加部１２０へ出力する。
【００３６】
　地上デジタル受信部１０３は、地上デジタル受信アンテナ（図示せず）から地上デジタ
ルＲＦ信号を入力し、復調処理をしてＴＳ信号を地上デジタルトランスミッター部１１３
と圧縮率検出付加部１２０へ出力する。
【００３７】
　地上デジタルトランスミッター部１１３は、地上デジタル受信部１０３からＴＳ信号を
入力し、地上デジタル分配記述子をＣＡＴＶ用分配記述子に処理し圧縮率検出付加部１２
０へ出力する。
【００３８】
　圧縮率検出付加部１２０は、ＢＳデジタル受信部１０１からＴＳ信号と、ＢＳデジタル
トランスミッター部１１１からＣＡＴＶ用ＴＳ信号とを入力する。同様にＣＳデジタル受
信部１０２からＴＳ信号と、ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部１１２からＣＡＴＶ用ＴＳ信号とを
入力する。地上デジタル受信部１０３からＴＳ信号と、地上デジタルトランスミッター部
１１３からＣＡＴＶ用ＴＳ信号とを入力する。そして、圧縮率検出付加部１２０は、ＣＡ
ＴＶ用ＴＳ信号の各映像信号の顕著な画質劣化を生じない圧縮率を求め、ＢＳデジタルト
ランスミッター部１１１、ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部１１２、地上デジタルトランスミッタ
ー部１１３の各々出力信号に圧縮率を付加する処理を行い、ＣＡＴＶ用変調方式の６４Ｑ
ＡＭ信号に変調して周波数多重を行った後に、伝送路１５０へ映像信号である６４ＱＡＭ
信号を送出する。
【００３９】
　デジタルＣＡＴＶ受信装置４００は選局部４０１と、ＴＳ復号部４０２と、ＭＰＥＧ２
復号部４０３と、圧縮率分離部４０４と、記録部４０５と、ＭＰＥＧ２符号化部４０６と
、ＴＳ符号化部４０７から構成されている。
【００４０】
　選局部４０１は、伝送路１５０から６４ＱＡＭ信号を入力し所望の番組の存在する周波
数を選局し、６４ＱＡＭ信号を復調処理しＴＳ信号をＴＳ復号部４０２と、記録部４０５
へ出力する。
【００４１】
　ＴＳ復号部４０２は、選局部４０１もしくは、記録部４０５よりＴＳ信号を入力し、所
望の番組のＭＰＥＧ２映像ストリーム、ＭＰＥＧ２音声ストリームをＭＰＥＧ２復号部４
０３と圧縮率分離部４０４へ出力する。
【００４２】
　ＭＰＥＧ２復号部４０３は、ＴＳ復号部４０２からＭＰＥＧ２映像ストリーム、ＭＰＥ
Ｇ２音声ストリームを入力し、ＭＰＥＧ２の復号処理を行い、映像信号、音声信号を表示
装置４５０とＭＰＥＧ２符号化部４０６へ出力する。
【００４３】
　圧縮率分離部４０４は、ＴＳ復号部４０２からＭＰＥＧ２映像ストリームを入力し、デ
ジタルＣＡＴＶ送信装置１００で付加されている圧縮率を分離し、ＭＰＥＧ２符号化部４
０６へ出力する。
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【００４４】
　ＭＰＥＧ２符号化部４０６は、圧縮率分離部４０４より圧縮率と、その圧縮率に対応す
る映像信号、音声信号をＭＰＥＧ２復号部４０３から入力し、圧縮率に従って映像信号と
音声信号をＭＰＥＧ２符号化処理してＴＳ符号化部４０７へ出力する。
【００４５】
　ＴＳ符号化部４０７は、ＭＰＥＧ２符号化部４０６より、ＭＰＥＧ２映像ストリーム、
ＭＰＥＧ２音声ストリームを入力し、ＴＳ信号へ符号化処理を行い、記録部４０５へ出力
する。
【００４６】
　記録部４０５は、選局部４０１、もしくは、ＴＳ符号化部４０７からＴＳ信号を入力し
、記録処理を行う。そして、記録部４０５は、記録したＴＳ信号の再生指示を受けたとき
、ＴＳ復号部４０２へ記録したＴＳ信号を出力する。いわゆる追っかけ再生のようなタイ
ムシフト再生時の様に、一時記録のみ行う場合は、選局部４０１から記録部４０５へＴＳ
信号を出力し、一時記録を行い、ユーザの所望の時間後に記録部４０５から、記録したＴ
Ｓ信号をＴＳ復号部４０２へ出力し、ＴＳ復号処理後、ＭＰＥＧ２復号部４０３へ出力す
ることで実現することができる。
【００４７】
　表示装置４５０は、ＭＰＥＧ２復号部４０３から映像信号、音声信号を入力し、映像、
音声を出力する。
【００４８】
　次に、デジタルＣＡＴＶ送信装置１００で圧縮率を付加する処理について説明を行う。
【００４９】
　図２は、本発明の実施の形態１における圧縮率検出付加部の構成図で、ここではＢＳデ
ジタル放送のチャンネル単位の処理ブロックで、ＢＳデジタル信号の１０３チャンネルの
処理を例に説明する。
【００５０】
　圧縮率検出付加部１２０は、デジタルＣＡＴＶシステムで送出するチャンネル数分のチ
ャンネル単位の圧縮率検出付加部２００で構成される。
【００５１】
　チャンネル単位の圧縮率検出付加部２００は、第１のＴＳ復号部２０１、動きベクトル
比較部２０２、第２のＴＳ復号部２０３、シーケンスヘッダ生成部２０４、ＴＳ符号化部
２０５、圧縮率テーブル２０６、６４ＱＡＭ変調部２０７から構成される。
【００５２】
　第１のＴＳ復号部２０１は、ＢＳデジタル受信部１０１から１０３チャンネルのＴＳ信
号を入力し、ＴＳ復号処理を行い、ＭＰＥＧ２映像ストリームを動きベクトル比較部２０
２へ出力する。
【００５３】
　圧縮率テーブル２０６は、ＧＯＰ単位の動きベクトルの大きさと出現頻度により、映像
信号に顕著な画像劣化を生じない圧縮率を、圧縮方式ごとに予め統計処理から求めた値を
保持している。そして、圧縮率テーブル２０６は、動きベクトル比較部２０２の指示に基
づき圧縮率を動きベクトル比較部２０２へ出力する。
【００５４】
　動きベクトル比較部２０２は、第１のＴＳ復号部２０１からＭＰＥＧ２映像ストリーム
を入力し、ＭＰＥＧ２映像ストリーム中の動きベクトルを算出し、その動きベクトルと、
予め動きベクトルと圧縮率を統計処理により定義した圧縮率テーブル２０６の値と比較を
行い、圧縮方式毎の圧縮率をシーケンスヘッダ生成部２０４に出力する。
【００５５】
　第２のＴＳ復号部２０３は、ＢＳデジタルトランスミッター部１１１から１０３チャン
ネルのＣＡＴＶ用ＴＳ信号を入力し、ＴＳ復号処理を行い、ＭＰＥＧ２映像ストリームを
シーケンスヘッダ生成部２０４に出力すると共に、ＭＰＥＧ２音声ストリームとその他の
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ＭＰＥＧ２補助情報ストリームをＴＳ符号化部２０５へ出力する。
【００５６】
　シーケンスヘッダ生成部２０４は、動きベクトル比較部２０２から１０３チャンネルの
ＭＰＥＧ２映像ストリームから比較検出した圧縮方式毎の圧縮率と、第２のＴＳ復号部２
０３から１０３チャンネルのＣＡＴＶ用ＭＰＥＧ２映像ストリームとを入力し、圧縮率を
付加したＣＡＴＶ用ＭＰＥＧ２映像ストリームをＴＳ符号化部２０５へ出力する。
【００５７】
　ＴＳ符号化部２０５は、第２のＴＳ復号部２０３からＭＰＥＧ２音声ストリームと、そ
の他のＭＰＥＧ２補助情報ストリームを入力すると共に、シーケンスヘッダ生成部２０４
から圧縮率を付加したＣＡＴＶ用ＭＰＥＧ２映像ストリームを入力し、ＴＳ符号化処理を
行って、６４ＱＡＭ変調部２０７へ出力する。
【００５８】
　６４ＱＡＭ変調部２０７は、ＴＳ符号化部２０５から、１０３チャンネルのＣＡＴＶ用
ＴＳ信号を入力し、６４ＱＡＭ信号へ変調処理と、他のチャンネル信号との周波数多重処
理を行って伝送路１５０へ出力する。
【００５９】
　図３は、本発明の実施の形態１における圧縮率データをＭＰＥＧ２映像ストリームに付
加した様子を表した模式図である。
【００６０】
　ここでは、ＭＰＥＧ２映像ストリーム３００は、ＢＳデジタル放送１０３チャンネルの
ＣＡＴＶ用ＭＰＥＧ２映像ストリームとして説明する。
【００６１】
　ＭＰＥＧ２映像ストリーム３００は、シーケンスヘッダとＧＯＰデータを時間軸上に配
置したストリーム構造を持っている。時間Ｔ（ｎ）のシーケンスヘッダとＧＯＰデータを
シーケンスヘッダＴ（ｎ）３０１、ＧＯＰ　Ｔ（ｎ）３０２、時間Ｔ（ｎ＋１）のシーケ
ンスヘッダとＧＯＰデータをシーケンスヘッダＴ（ｎ＋１）３０３、ＧＯＰ　Ｔ（ｎ＋１
）３０４とする。各シーケンスヘッダ内に、ユーザーデータスタートコードと、ユーザー
データとして圧縮方式毎の圧縮率を、ユーザーデータ第１の圧縮率、ユーザーデータ第２
の圧縮率として付加されている。例えば、シーケンスヘッダＴ（ｎ）３０１には、ユーザ
ーデータスタートコード３１０と、ユーザーデータとして圧縮方式毎の圧縮率を、ユーザ
ーデータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３１１、ユーザーデータ第２の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３
１２として付加されており、シーケンスヘッダＴ（ｎ＋１）３０３には、ユーザーデータ
スタートコード３２０と、ユーザーデータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ）３２１、ユーザーデータ
第２の圧縮率Ｔ（ｎ）３２２、として付加する。
【００６２】
　時間Ｔ（ｎ）のＧＯＰ　Ｔ（ｎ）３０２を、動きベクトル比較部２０２でＭＰＥＧ２映
像ストリームから動きベクトルをＧＯＰ単位で比較処理が完了し、圧縮方式毎の圧縮率を
シーケンスヘッダ生成部２０４へ出力する時点では、時間Ｔ（ｎ＋１）のシーケンスヘッ
ダＴ（ｎ＋１）３０３が第２のＴＳ復号部２０３よりシーケンスヘッダ生成部２０４へ入
力されている。シーケンスヘッダ生成部２０４では、時間Ｔ（ｎ＋１）のシーケンスヘッ
ダＴ（ｎ＋１）３０３のユーザーデータスタートコード３２０に続くユーザーデータとし
て時間Ｔ（ｎ）のユーザーデータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ）３２１と、ユーザーデータ第２の
圧縮率Ｔ（ｎ）３２２を付加する。以上の様に、ＧＯＰ単位の映像データを処理した後に
圧縮率が決定するため、シーケンスヘッダ生成部２０４は、ユーザーデータとして付加す
る圧縮率は、時間的に１ＧＯＰ前の映像データに相当することとなる。
【００６３】
　よって、ＧＯＰ　Ｔ（ｎ）３０２のシーケンスヘッダＴ（ｎ）３０１には、ユーザーデ
ータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３１１、ユーザーデータ第２の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３１２
が付加される。ＧＯＰ　Ｔ（ｎ－１）は図示しないが、時間的に１ＧＯＰ前の映像データ
を示している。
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【００６４】
　本実施例では、第１の圧縮方式をＭＰＥＧ２、第２の圧縮方式をＨ．２６４方式とする
。
【００６５】
　以上の処理をＧＯＰ単位に繰り返すことで、ＢＳデジタル信号の１０３チャンネルにつ
いて圧縮率を付加する処理を実施することができる。
【００６６】
　圧縮率検出付加部１２０は、上記の様なチャンネル毎の処理ブロック２００を全てのデ
ジタル放送のチャンネルに対して行い、伝送路１５０へ出力する。
【００６７】
　次に、デジタルＣＡＴＶ受信装置４００の処理について説明する。
【００６８】
　まず、ユーザの指示により所望の番組を視聴する通常の視聴処理について説明する。伝
送路１５０より６４ＱＡＭ信号を入力し、選局部４０１で所望の番組に対応する周波数を
選局し、６４ＱＡＭ信号を復調しＴＳ信号をＴＳ復号部４０２へ出力する。ＴＳ復号部４
０２では、ＴＳ信号を復号しＭＰＥＧ２映像ストリーム、ＭＰＥＧ２音声ストリームと補
助情報をＭＰＥＧ２復号部４０３へ出力する。ＭＰＥＧ２復号部４０３で映像音声及び補
助情報の復号を行い、表示装置４５０へ出力することで所望の番組を視聴することが可能
となる。
【００６９】
　次に、ユーザの指示により所望の番組をタイムシフト視聴する従来のデジタルＣＡＴＶ
受信装置と同じ一時録画再生処理について説明する。伝送路１５０より選局部４０１で所
望の番組を選局し６４ＱＡＭ信号を復調し記録部４０５へ放送ＴＳのまま一時記録する。
ユーザが所望の時間後に記録部４０５から、記録したＴＳ信号をＴＳ復号部４０２へ出力
ことで、いわゆる追いかけ再生を行うことが可能となる。
【００７０】
　次に、ユーザの指示により所望の番組を上記従来のデジタルＣＡＴＶ受信装置の録画処
理より録画時間が長時間となりかつ顕著な画質劣化を生じない録画処理について説明する
。
【００７１】
　選局部４０１で所望の番組を選局し６４ＱＡＭ信号を復調し記録部４０５へ一時記録す
ると共に、ＴＳ復号部４０２へ出力する。ＴＳ復号部４０２では、ＭＰＥＧ２映像ストリ
ームを圧縮率分離部４０４へ出力する。圧縮率分離部４０４では、ＭＰＥＧ２映像ストリ
ームからシーケンスヘッダ３０１を検出し、続いてユーザーデータスタートコード３１０
を検出し、ユーザーデータ第１の圧縮率３１１より、デジタルＣＡＴＶ送信装置１００で
付加した映像信号に顕著な画質劣化を生じない圧縮率を抽出しＭＰＥＧ２符号化部４０６
へ出力する。デジタルＣＡＴＶ送信装置の圧縮率付加処理で説明したように、シーケンス
ヘッダ３０１に付加されている圧縮率は時間的にＴ（ｎ－１）のＧＯＰ　Ｔ（ｎ－１）に
対する圧縮率となっている。このため１ＧＯＰ分の時間差を吸収するために記録部４０５
へ一時記録する。
【００７２】
　記録部４０５で一時記録したＧＯＰ　Ｔ（ｎ－１）に対応する放送ＴＳ信号を出力し、
ＴＳ復号部４０２、ＭＰＥＧ２復号部４０３を用いて映像信号を復号し、ＭＰＥＧ２符号
化部４０６へ入力する。
【００７３】
　ＭＰＥＧ２符号化部４０６では、ユーザーデータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３１１に従
った圧縮率でＭＰＥＧ２の符号化を行い、ＴＳ符号化部４０７で記録ＴＳへ符号化を行い
、記録部４０５へ出力する。番組が終了するまで上記処理を繰り返すことで、デジタルＣ
ＡＴＶ送信装置で付加したＧＯＰ単位で求めた映像信号に顕著な画質劣化を生じない圧縮
率を用いて、ＭＰＥＧ２符号化を行うことで、放送ＴＳをそのまま録画するのに比較して
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、長時間の録画を行うことが可能なデジタルＣＡＴＶシステムを実現することができる。
【００７４】
　かかる構成によればデジタルＣＡＴＶ送信装置１００で、デジタル放送信号の映像信号
に顕著な画像劣化を生じない圧縮率を、映像信号毎に圧縮率検出付加部１２０で付加し送
出し、デジタルＣＡＴＶ受信装置４００は、入力した６４ＱＡＭ信号から選局、復号処理
後、圧縮率分離部４０４で圧縮率を分離し、圧縮部で分離した圧縮率に従って圧縮処理を
行うことにより、映像信号毎に最適な圧縮率で圧縮を行うことが可能となり従来より長時
間の録画を顕著な画質劣化を発生せず実施することができる。
【００７５】
　なお、本実施の形態において、デジタルＣＡＴＶ受信装置４００として記録部４０５を
設けたが、デジタルＣＡＴＶ受信装置４００の外部記録装置としても良い。その場合は、
デジタルＣＡＴＶ受信装置４００が外部記録装置とのインターフェイス部を備え、インタ
ーフェイス部経由でデジタルＣＡＴＶ受信装置４００が外部記録装置を制御する。
【００７６】
　なお、本実施の形態において圧縮率検出の処理単位をＧＯＰとしているが、他の処理単
位であるピクチャ単位とすることも可能である。
【００７７】
　（実施の形態２）
　図４は、本発明の実施の形態２におけるデジタルＣＡＴＶ受信装置の構成図である。
【００７８】
　デジタルＣＡＴＶ受信装置５００は、選局部５０１と、ＴＳ復号部５０２と、ＭＰＥＧ
２復号部５０３と、圧縮率分離部５０４と、Ｈ．２６４符号化部５０６と、ＴＳ符号化部
５０７と、Ｈ．２６４復号部５０８と、切替部５０９と、インターフェイス部５１０から
構成されている。
【００７９】
　選局部５０１は、伝送路１５０から６４ＱＡＭ信号を入力し所望の番組の存在する周波
数を選局し、６４ＱＡＭ信号を復調処理しＴＳ信号をＴＳ復号部５０２と、インターフェ
イス５１０へ出力する。
【００８０】
　ＴＳ復号部５０２は、選局部５０１からＭＰＥＧ２ＴＳ信号もしくは、インターフェイ
ス部５１０よりＭＰＥＧ２ＴＳ信号、または、Ｈ．２６４ＴＳ信号を入力し、ＴＳ信号を
復号し、ＭＰＥＧ２信号の場合はＭＰＥＧ２復号部５０３へ、Ｈ．２６４信号の場合はＨ
．２６４復号部５０８へそれぞれの映像ストリーム、音声ストリームを出力すると共に、
選局部５０１から入力したＭＰＥＧ２ＴＳ信号をＴＳ復号処理を行い、ＭＰＥＧ２映像ス
トリームを圧縮率分離部５０４へ出力する。
【００８１】
　ＭＰＥＧ２復号部５０３は、ＴＳ復号部５０２からＭＰＥＧ２映像ストリーム、ＭＰＥ
Ｇ２音声ストリームを入力し、ＭＰＥＧ２の復号処理を行い、映像信号、音声信号を切替
部５０９へ出力する。
【００８２】
　Ｈ．２６４符号化部５０６は、ＭＰＥＧ２復号部５０３から映像信号、音声信号と、圧
縮率分離部５０４より、Ｈ．２６４圧縮方式に対応したユーザーデータ第２の圧縮率を入
力し、第２の圧縮率に従ってＨ．２６４圧縮方式で圧縮を行い、ＴＳ符号化部５０７へ出
力する。
【００８３】
　Ｈ．２６４復号部５０８は、ＴＳ復号部５０２からＨ．２６４で符号化された映像スト
リーム、音声ストリームを入力し、Ｈ．２６４復号処理を行い、映像信号、音声信号を切
替部５０９へ出力する。
【００８４】
　切替部５０９は、ＭＰＥＧ２復号部５０３から出力される映像信号、音声信号とＨ．２
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６４復号部５０８から出力される映像信号、音声信号とを切替えて表示装置４５０へ出力
する。
【００８５】
　ＴＳ符号化部５０７は、Ｈ．２６４符号化部５０６から映像ストリーム、音声ストリー
ムを入力しＨ．２６４ＴＳへ符号化処理し、インターフェイス５１０へ出力する。
【００８６】
　記録装置６００は、インターフェイス５１０でデジタルＣＡＴＶ受信装置５００と接続
され、ＭＰＥＧ２ＴＳ信号もしくは、Ｈ．２６４ＴＳ信号を入出力する。
【００８７】
　次に、図４を用いて実施の形態２の処理を説明する。
【００８８】
　デジタルＣＡＴＶ受信装置５００は、記録装置６００を外部接続するインターフェイス
５１０を具備し、記録装置６００は外部に接続する構成とする。
【００８９】
　図１のデジタルＣＡＴＶ送信装置１００で圧縮率を付加する処理、デジタルＣＡＴＶ受
信装置５００で受信した映像データ、音声データを直接視聴する処理および、従来の録画
処理については実施の形態１と同様である。
【００９０】
　ユーザ指示により録画装置６００に従来の録画処理より録画時間が長時間となりかつ顕
著な画質劣化を生じない録画処理について、実施の形態１と異なるので詳細に説明する。
【００９１】
　選局部５０１で所望の番組に対応する周波数を選局し、６４ＱＡＭ信号を復調しＭＰＥ
Ｇ２ＴＳ信号をＴＳ復号部５０２とインターフェイス５１０へ出力する。そして、インタ
ーフェイス５１０を経由したＭＰＥＧ２ＴＳ信号は、外部記録装置６００へ一時記録され
る。
【００９２】
　ＴＳ復号部５０２では、選局部５０１から入力したＭＰＥＧ２ＴＳ信号を復号しＭＰＥ
Ｇ２映像ストリームを圧縮率分離部５０４へ出力する。
【００９３】
　圧縮率分離部５０４では、映像ストリームからシーケンスヘッダＴ（ｎ）３０１を検出
し、続いてユーザーデータスタートコード３１０を検出し、ユーザーデータ第１の圧縮率
Ｔ（ｎ－１）３１１に続く、ユーザーデータ第２の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３１２を分離し、
Ｈ．２６４符号化部５０６へ出力する。この圧縮率は実施の形態１と同様に、時間的にＴ
（ｎ－１）のＧＯＰに対する圧縮率となっている。
【００９４】
　記録装置６００で一時記録した信号からＴ（ｎ－１）に対応するＴＳ信号を出力し、イ
ンターフェイス５１０、ＴＳ復号部５０２、ＭＰＥＧ２復号部５０３を用いて映像信号を
復号し、Ｈ．２６４符号化部５０６へ出力する。Ｈ．２６４符号化部５０６では、ユーザ
ーデータ第２の圧縮率Ｔ（ｎ－１）３１２に従った圧縮率でＨ．２６４の符号化を行い、
ＴＳ符号化部５０７で記録ＴＳへ符号化を行い、インターフェイス５１０を経由し外部記
録装置６００へ出力する。
【００９５】
　番組が終了するまで上記処理を繰り返すことで、デジタルＣＡＴＶ送信装置で付加した
ＧＯＰ単位で求めた映像信号に顕著な画質劣化を生じない圧縮率を用いて、Ｈ．２６４符
号化を行うことで、放送ＴＳをそのまま録画するのに比較して、長時間の録画を行うこと
が可能なデジタルＣＡＴＶシステムを実現することができる。
【００９６】
　次にユーザ指示により録画装置６００に、Ｈ．２６４方式で録画した番組を再生する場
合の処理を説明する。
【００９７】
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　所望の録画番組を選択し、インターフェイス５１０を経由し外部記録装置６００よりＴ
Ｓ復号部５０２、Ｈ．２６４復号部５０８を用いて映像信号と音声信号を復号し、切替部
５０９で入力信号をＨ．２６４復号部５０８の出力側に切替、表示装置４５０へ出力する
ことで録画番組を視聴することが可能となる。
【００９８】
　かかる構成によればデジタルＣＡＴＶ受信装置は、入力した６４ＱＡＭ信号から選局、
復号処理後、圧縮率分離部５０４で圧縮率を分離し、圧縮部で分離した圧縮率に従って圧
縮処理を行うことにより、映像信号毎に最適な圧縮率で圧縮を行うことが可能となり従来
より長時間の録画を顕著な画質劣化を発生せず実施することができる。
【００９９】
　なお、本実施の形態において、記録装置６００として記録部をデジタルＣＡＴＶ受信装
置の外部に設けたが、デジタルＣＡＴＶ受信装置の内部に記録部を設けかつ、インターフ
ェイス５１０を経由して外部に記録装置を拡張する形態としても良い。
【０１００】
　なお、本実施の形態において圧縮率検出の処理単位をＧＯＰとしているが、他の処理単
位であるピクチャ単位とすることも可能である。
【０１０１】
　また、本実施の形態において放送方式と異なる圧縮方式をＨ．２６４圧縮方式としてい
るが、他の圧縮方式であるＶＣ１圧縮方式を用いても同様な効果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　本発明のデジタルＣＡＴＶシステムは、変調変換されて伝送されるデジタルＣＡＴＶシ
ステムにおいて、番組を記録再生するシステムとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本発明の実施の形態１におけるデジタルＣＡＴＶシステムの構成図
【図２】本発明の実施の形態１における圧縮率検出付加部の構成図
【図３】本発明の実施の形態１における圧縮率データをＭＰＥＧ２映像ストリームに付加
した様子を表した模式図
【図４】本発明の実施の形態２におけるデジタルＣＡＴＶ受信装置の構成図
【図５】従来例におけるデジタルＣＡＴＶシステムの構成図
【符号の説明】
【０１０４】
　１００　　デジタルＣＡＴＶ送信装置
　１０１　　ＢＳデジタル受信部
　１０２　　ＣＳデジタル受信部
　１０３　　地上デジタル受信部
　１１１　　ＢＳデジタルトランスミッター部
　１１２　　ＣＡＴＶ　Ｒｅｍｕｘ部
　１１３　　地上デジタルトランスミッター部
　１２０　　圧縮率検出付加部
　１５０　　伝送路
　２００　　チャンネル単位の圧縮率検出付加部
　２０１　　第１のＴＳ復号部
　２０２　　動きベクトル比較部
　２０３　　第２のＴＳ復号部
　２０４　　シーケンスヘッダ生成部
　２０５　　ＴＳ符号化部
　２０６　　圧縮率テーブル
　２０７　　６４ＱＡＭ変調部
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　３００　　ＭＰＥＧ２映像ストリーム
　３０１　　シーケンスヘッダ　Ｔ（ｎ）
　３０２　　ＧＯＰ　Ｔ（ｎ）
　３０３　　シーケンスヘッダ　Ｔ（ｎ＋１）
　３０４　　ＧＯＰ　Ｔ（ｎ＋１）
　３１０　　ユーザーデータスタートコード
　３１１　　ユーザーデータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ－１）
　３１２　　ユーザーデータ第２の圧縮率Ｔ（ｎ－１）
　３２１　　ユーザーデータ第１の圧縮率Ｔ（ｎ）
　３２２　　ユーザーデータ第２の圧縮率Ｔ（ｎ）
　４００　　デジタルＣＡＴＶ受信装置
　４０１　　選局部
　４０２　　ＴＳ復号部
　４０３　　ＭＰＥＧ２復号部
　４０４　　圧縮率分離部
　４０５　　記録部
　４０６　　ＭＰＥＧ２符号化部
　４０７　　ＴＳ符号化部
　４５０　　表示装置
　５００　　デジタルＣＡＴＶ受信装置
　５０１　　選局部
　５０２　　ＴＳ復号部
　５０３　　ＭＰＥＧ２復号部
　５０４　　圧縮率分離部
　５０６　　Ｈ．２６４符号化部
　５０７　　ＴＳ符号化部
　５０８　　Ｈ．２６４復号部
　５０９　　切替部
　５１０　　インターフェイス
　６００　　記録装置
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